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創設の経緯

庄内自然エネルギー発電基金について

　令和元年5月30日、酒田市、遊佐町、生活クラブ事業連合生活協同組合連合会、生活ク
ラブ庄内生活協同組合(旧 生活協同組合庄内親生会)、株式会社庄内自然エネルギー発電
の5者は、持続可能な庄内地域の未来に向かって連帯し、地域社会づくりに貢献すること
を目的とした。共同宣言および協定締結を行いました。
　この内容は、主要な産地として酒田市・遊佐町と提携の歴史の深い生活クラブ生協グルー
プと庄内の提携生産者等の出資により設立された株式会社庄内自然エネルギー発電が運営
する「庄内・遊佐太陽光発電所」の売電利益を、庄内地域の持続可能な地域社会づくりに
活用いただきたいとの意向に基づき、その理念と仕組みを明文化したものです。
　売電利益の寄附を受けた酒田市は、庄内自然エネルギー発電基金を設立し、5者で協議
される共同宣言の理念に基づく事業に対し、活用していくこととしています。

基金助成事業

　令和3年2月22日、酒田市を含む上記の共同宣言5者は、協定書の趣旨に基づき、酒田
市庄内自然エネルギー発電基金を活用した取り組みの一層の活性化に資することを目的に
協議機関を設置しました。
　基金協議会(共同代表 酒田市長･遊佐町長)は、令和5年度より持続可能なまちづくりた
めの事業に助成を開始し、広く一般に公募を行っています。

　生活クラブでは原発にたよらない、人と自
然が共生する社会をめざして、エネルギー
を「減らす」（省エネをすすめエネルギーの
使用を減らす）、「つくる」（自然エネルギーを
つくる）、「使う」（自然エネルギーを選択して
使う）を柱とするエネルギー政策（生活クラ
ブ総合エネルギー政策）を推進しています。
　自然エネルギーを「つくる」活動として、山
形県遊佐町で約2年の歳月をかけて建設が
すすめられてきた「庄内・遊佐太陽光発電
所」の稼働が2019年2月に始まりました。
　これを記念して、5月30日に現地見学会
とFEC自給ネットワーク構想（＊）をテーマと
した記念フォーラムが開催されました。
（＊）生活に欠かせない「食（Food）」「エネルギー
（Enerɡy）」「福祉（Care）」のしくみを自分たちでつくり
だす社会をめざす構想。内橋克人氏（評論家、旧2012
国際協同組合年全国実行委員会・委員長）が提唱。
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2024年度庄内自然エネルギー発電基金助成事業報告書（抜粋）
【一般公募者】酒田でファイバーリサイクルをすすめる会（SFR）



- 3 -



- 4 -



- 5 -



- 6 -



- 7 -

【一般公募者】ワーカーズコレクティブ発足準備会
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【一般公募者】みんなの居場所　古民家玉手箱
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【一般公募者】日本海企画合同会社



 
 

７ 助成金収入以外の収入 

生活クラブ神奈川「東日本大震災・復興まつり 2024」に参加し消費材販売利益 56,800

円 

道の駅鳥海ひまわりの会で販売開始（ブルーベリー、珈琲、塩）し、初回販売分 15個完

売（675 円）。 

８ 事業の次年度以降の計画 

生活クラブの消費材に関しては、引き続き研究開発を生活クラブ神奈川の皆さまと行っ

ていきます。 

地元販売に関しては２０２５年４月から地元スーパーマーケットであるト一屋と酒田東

泉町郵便局で販売する事が決まっているため、新たな地元販売先の皆さまと一緒に商品

開発を継続していき、また新たな庄内遊 YOU 米おこしの魅力を地域の人たちに提供出来

ればと思います。 
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様式第７号（第８条関係） 

庄内自然エネルギー発電基金協議会助成事業報告書 

１ 団体名 遊佐混声合唱団 

２ 事業名 遊佐混声合唱団×江上孝則演奏会「遊佐讃歌」 

３ 実施期間 令和６年 4 月 1 日 ～  令和 6 年 12 月 31 日 

４ 事業の目的及び事業概要（事業を通じて実現しようとしていること及び事業概要） 

・2022 年に遊佐混声合唱団の設立 50 周年を記念して、以前より縁のある江上孝則氏に

作詞・作曲を委嘱した作品「遊佐讃歌」の、作者による初演公演を実施した。 

・「遊佐讃歌」は混声 4 部合唱曲であり、川岸の桜、田畑を育む清流、冬の日本海と

十六羅漢、⾧年続く文化交流を歌っており、遊佐町の豊かな自然を伝えている。遊佐讃

歌を歌い継いでいくことで、遊佐町の自然や文化交流を次世代に繋いでいくことを目的

とする。 
 
５ 実施した成果（主に住民及び地域社会に対する利益について） 

・遊佐混声合唱団のメンバーは主に遊佐町や酒田市、にかほ市から構成されているが、

地方においてプロの指揮者から合唱を学ぶ機会は貴重であり、非常に良い経験となっ

た。 

・作詞、作曲を手掛けた江上氏のレッスンを受け、指揮をしてもらうことで、より作品

の理解が深まり、遊佐讃歌で表現している遊佐町の自然や文化交流を聞き手側に伝える

ことができた。 

・遊佐町子ども合唱団スマイルキッズと一緒に歌うことで、子どもたちに一流の指揮で

歌う機会を創出し、音楽の楽しさや豊かさを学ぶことができた。 
 
６ 実施結果（おおよその時期、内容、場所及び対象） 

〇指揮者江上孝則氏によるレッスン 

① 6 月 22 日（土）28 名参加  23 日（日）32 名参加 

② 9 月 14 日（土）28 名参加  15 日（日）30 名参加 

③ 10 月 19 日（土）27 名参加  20 日（日）26 名・スマイルキッズ 15 名参加 

④ 11 月 16 日（土）演奏会前日練習 32 名・スマイルキッズ 12 名参加 
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【一般公募者】遊佐混声合唱団



＜レッスンの様子＞ 

 

  
〇遊佐讃歌を町内外の方から聞いてもらう機会 

① 8 月 1 日（木） 遊佐町合併 70 周年記念式典にて、江上氏指揮による遊佐讃歌

の演奏を予定していたが、7 月 25 日の豪雨災害で式典は延期となった 

② 上記の記念式典に合わせて遊佐町役場の電話保留音を遊佐讃歌に変更した 

③ 8 月 25 日（日） 遊佐町音楽祭にて遊佐讃歌を演奏した 

④ 令和 7 年 2 月 21 日（金） 延期していた遊佐町合併 70 周年記念式典にて江上氏

指揮で遊佐讃歌の演奏を予定している 
 
〇遊佐混声合唱団 第 47 回定期演奏会 

日時：令和 6 年 11 月 17 日（日） 開場 13 時 30 分 開演 14 時 00 分 

場所：遊佐町生涯学習センターホール 

指揮：江上孝則 

合唱：遊佐混声合唱団、遊佐町子ども合唱団スマイルキッズ 

曲目：遊佐讃歌（作詞・作曲 江上孝則）、未知という名の船に乗り、未来へ、この

うるわしき大地に（ジョン・ラター）、アヴェ・マリア（ルッツィ）他 
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入場者数：321 名 

・演奏会の最後に、江上氏の指揮で遊佐混声合唱団と遊佐町子ども合唱団スマイルキッ

ズで遊佐讃歌を演奏した。 

・曲に合わせて、遊佐町出身のカメラマン繁田久美子氏の撮影した町内の美しい風景写

真や、40 年続くハンガリーとの交流の歴史をたどるスライドショーを実施した。 

＜演奏会当日＞ 

 

  
７ 助成金収入以外の収入 

・入場料収入 214,500 円（一般@500×429 枚） 

・遊佐混声合唱団会計から 312,813 円 
 
８ 事業の次年度以降の計画 

・町内外で「遊佐讃歌」を歌い継いでいくことで、遊佐町の豊かな自然や文化を多くの

人に伝えていく 

・今後も海外や町外と交流を活発に行い、交流人口を増やしていく 
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様式第７号（第８条関係） 
庄内自然エネルギー発電基金協議会助成事業活動報告書 

 

１ 団体名 酒田市 

２ 事業名 ナリワイコンベンション事業 

３ 実施期間 令和６年４月１日 ～ 令和６年１２月３１日 

４ 事業の目的及び事業概要（事業を通じて実現しようとしていること及び事業概要） 
令和５年度に庄内自然エネルギー発電基金協議会からの助成をいただき実施した、ナリワイプロ

ジェクトの取り組みは、庄内の各地域から受講した１０名の卒業生を輩出した。このナリワイプロ

ジェクトは、生活クラブ生協との連携事業で講演頂いた藤村靖之氏の提唱する 3万円ビジネスと呼

ばれる仕組みを土台とし、持続可能な小さなビジネスと地域の困りごとを掛け合わせながら、地域

で自分事として動き出す人たちを増やす取組みである。 

受講生のアンケートによれば、今後はナリワイ講座の卒業生や、実践している方々と繋がってい

きたいとの声が寄せられ、令和５年度の取り組みを発展維持していくために、ネットワークづくり

が必要と考えており、他地域のナリワイ活動を行う方々を呼び込むコンベンション事業を行うこと

で、受講生が全国の実践者とネットワークを作るとともに、庄内地域での活動への理解が広がるも

のと考えている。また各地域において、ナリワイ活動のように地域のことを自分事として取り組む

人材が庄内地域に訪れることで、庄内との関係をつくり将来的な移住検討層につながることも効果

として期待される。コンベンション事業の内容としては、こういった活動のプラットフォームを形

成している「わたしごとＪＡＰＡＮ」と連携し、全国の実践者の事例発表や同団体の活動を推薦し

ている有識者の講演会などを組み合わせ、ナリワイ事業の卒業生にとどまらず、庄内地域で活動し

ている様々な個人・団体とつながる機会を創出し、自分事として地域で活動する個人・団体の活動

の活性化に資する取り組みとしたい。 

５ 実施した成果（主に住民及び地域社会に対する利益について） 
本プロジェクトにおいて、令和５年度のナリワイプロジェクトの受講生が全国の実践者とネット

ワークを作るとともに、庄内地域でのナリワイ活動への理解が広がることを狙いとして、コンベン

ション事業「わたしごと万博 in SHONAI」を開催した。 

開催に当たっては、1回限りのイベント事業とならないよう、事前のワークショップを３回開催

することで、ナリワイプロジェクトの受講生が全国の実践者と対話し、ネットワークを作る機会を

醸成した。また、9月 29 日のイベント当日は全国からのナリワイ実践者と、その活動に興味のある

地域住民合わせて 90 名がイベント会場に集い交流し、ネットワークづくりを行った。 

今回の取り組みを通じて、ナリワイ事業の卒業生にとどまらず、全国各地で活動している様々な

個人・団体同士がつながる機会が創出されるとともに、当該地域におけるナリワイ活動への理解が

深まる一端となったと考える。 
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2024年度庄内自然エネルギー発電基金助成事業報告書（抜粋）
【共同宣言5者】酒田市



 
 

６ 実施結果（おおよその時期、内容、場所及び対象） 
第 1回 ワークショップ（ＷＥＢ） 参加者 18 名 

第 2回 ワークショップ（ＷＥＢ） 参加者 15 名 

第 3回 ワークショップ（TOCHiTO 交流棟） 参加者 20 名 

わたしごと万博 in SHONAI （東北公益文科大学 公益ホール） 参加者 90名 

※詳細は別紙「わたしごと万博 in SHONAI」報告書参照 

７ 助成金収入以外の収入 
当該イベントの参加者からは参加費として 500 円・昼食代として 1,500 円を徴収し、イベントを

開催した。 

８ 事業の次年度以降の計画 
ナリワイ活動の考え方を基礎として、ワーカーズの実践に向けた活動が活性化してきていること

から、本市地域におけるワーカーズの実践に向けプレイヤーとの連携を深めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

- 26 -



▼事業の目的：  

令和5年度の「 ナリ ワイ 講座」 卒業生にと どまら ず、 庄内地域で活動している様々な個人

団体と つながる機会を 創出し 、 自分事と して地域で活動する個人・ 団体の活動の活性化に

資すると と も に、 庄内地域での活動への理解と 広がり を 期待する。  

ナリ ワイ 活動のよう に地域のこ と を 自分事と して取り 組む人材が庄内地域に訪れるこ と

で、 庄内と の関係をつく り 将来的な移住検討層につながるこ と も 効果と して期待さ れる。  

※わたし ごと = 「 好きなこ と 」 と 「 地域にいいこ と 」 を掛け合わせたソ ーシャルビジネス、

月3万円程度の利益を めざす。 ナリ ワイ ・ ３ ビズ・ 小商いなどの名称で全国に広がってい

る 

▼実施概要：  

1.社会的イ ンパク ト 可視化ワーク ショ ッ プ（ 全3回）  

目的： 全国で「 わたし ごと 講座」 を 主催するメ ンバーが、 講座の社会的イ ンパク ト を 可視

化する（ わかり やすい啓発ツールを 作成） 。 それにより 、 今後、 庄内地域はも と より 、 全

国にこ の活動を 広げ、 主体的に地域づく り に関わる人を 増やすこ と をめざす。  

日時： 1回目　 2024年8月28日（ 水） 20： 00～22： 00／オンラ イ ン 

　 　 　 2回目　 2024年9月11日（ 水） 20： 00～22： 00／オンラ イ ン 

　 　 　 3回目　 2024年9月11日（ 水） 20： 00～22： 00 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／会場 TOCH iTO　 交流棟（ 酒田市千石町１ 丁目12）  

対象者： わたし ごと JAPAN 　 オフィ シャ ルメ ンバー 

　 　 　 　 山形県庄内地域のわたし ごと 実践者 

2.わたし ごと 万博 

キャ ッ チコ ピー： ローカ ルな暮ら し と 経済を「 わたし ごと 」 にする1日。  

日時： 2024年9月29日（ 日） 10： 30～15： 30 

場所： 東北公益文科大学 公益ホール（ 酒田市飯森山三丁目5番地の1）  

対象者： 希望する方、 どなたでも  

3.運営体制 

わたし ごと 万博実行委員会を 立ち上げ、 運営する。  

P. 3
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▼実施詳細：  

1.社会的イ ンパク ト 可視化ワーク ショ ッ プ 

○目的：  

　 　 わたし ごと JAPAN の活動の意味・ 意義が市民や行政に明確に伝わる状態をつく る 

　 メ イ ンフ ァ シリ テータ ー： 長友まさ 美さ ん／&  PUBLIC（ アン ド バプリ ッ ク ） 代表取締役 

　 サブフ ァ シリ テータ ー： 桑原憂貴さ ん／&  PUBLIC共同代表取締役 

            h ttps://andpubl ic. jp/ 

【 １ 回目】  

○日時： 2024年8月28日（ 水） 20： 00～22： 00（ オンラ イ ン）  

○対象者： わたし ごと JAPAN オフィ シャ ルメ ンバー 

○参加者： 18名 

熊谷由美（ やどり ぎ/葛巻） 、 工藤明日香、 成田昌代、 菅原清香（ 由利本荘/ナリ ワイ はじ

めの一歩） 、 井東敬子（ 鶴岡ナリ ワイ プロジェ ク ト ） 、 菅原明香（ ナリ ワイ

ALLIAN CE） 、 青木啓介（ 公務員Shiftプロジェ ク ト ） 、 坂本静香（ 芽から 樹/新庄） 、 岡

田利子、 平澤理恵子、 城田綾子（ みのわ小町/群馬） 、 今野由香里、 綿引遥可（ 小商いヤッ

テミ レバ/下諏訪） 、 大平香織（ 小商い講座/飯綱） 、 喜田亮子（ 町田地域活動サポート オ

フィ ス） 、 矢口真紀、 木村裕子（ わたし たちの月3万円ビジネス／埼玉） 、 高田亜実（ は

ねすと /羽生）  

○ゴール： すでに起き ている望まし い変化を可視化する 

○内容： 以下の３ 点を 対話し 、 付箋にまと める 

 ①講座の結果、 すでに生まれている「 望まし い変化」 を 共有する 

 ②その「 望まし い変化」 を関係者ごと に整理する 

 ③その「 望まし い変化」 が起き るまでに、 どんな変化が必要だっ たのかプロセス 

　 　 　 を整理する 

○事前課題：  

 ①講座の受講生や卒業生の変化 

 ②講座があるこ と で起き ているまちの変化などについて 

 ③あなたが特に嬉し かっ た変化 
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【 ２ 回目】  

○日時： 2024年9月11日（ 水） 20： 00～22： 00（ オンラ イ ン）  

○対象者： わたし ごと JAPAN オフィ シャ ルメ ンバー 

○参加者： 15名 

工藤明日香、 成田昌代、 菅原清香（ ナリ ワイ はじ めの一歩/由利本荘） 、 井東敬子（ 鶴岡

ナリ ワイ プロジェ ク ト ） 、 菅原明香（ ナリ ワイ ALLIAN CE） 、 坂本静香（ 芽から 樹/新

庄） 、 岡田利子、 平澤理恵子、 城田綾子（ みのわ小町/群馬） 、 今野由香里、 綿引遥可（ 小

商いヤッ テミ レバ/下諏訪） 、 大平香織（ 小商い講座/飯綱） 、 矢口真紀（ わたし たちの月

3万円ビジネス／埼玉） 、 菅井幸子（ オシゴト /行田） 、 高田亜実（ はねすと /羽生）  

○ゴール： 望まし い変化を 測定し 、 外部に発信でき るよう にする 

○内容： 以下の３ 点を 対話 

 ①１ 回目で整理し た活動がう みだす望まし い変化を 改めて確認する 

 ②生まれた変化が、 地域にどんな波及効果をう みだしているかを考えてみる 

 ③どんな指標でそれを測れるかを考えてみる（ アイ ディ ア出し ）  
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【 ３ 回目】  

○日時： 2024年9月28日（ 土） 14:00-17:00（ 3h）  

○会場： TOCH iTO・ 交流棟（ 酒田市千石町１ 丁目１ ２ - ３ ８ ）  

○対象者： わたし ごと JAPAN オフィ シャ ルメ ンバー 

　 　 　 　 　 山形、 由利本荘の卒業生のう ち講座運営に関心がある人 

○参加者： 20名 

熊谷由美（ やどり ぎ/葛巻） 、 工藤明日香、 菅原清香、 成田昌代（ ナリ ワイ はじ めの一歩/

由利本荘） 、 井東敬子（ 鶴岡ナリ ワイプロジェ クト ） 、 菅原明香、 池田文子、 阿部暁子（ ナ

リ ワイ ALLIAN CE/庄内） 、 坂本静香（ 芽から 樹/新庄） 、 田端智子（ 館林） 、 岡田利子、

平澤理恵子、 城田綾子（ みのわ小町/群馬） 、 今野由香里、 綿引遥可（ 小商いヤッ テミ レ

バ/下諏訪） 、 大平香織（ 小商い講座/飯綱） 、 山根香織、 原敬子（ 町田地域活動サポート

オフィ ス） 、 矢口真紀、 齋藤みずほ（ わたし たちの月3万円ビジネス／埼玉）  

オブザーバー： 酒田市役所　 2名、 事務局： 菊池麻里子、 田中恭子 

○ゴール ： 応援者や活動者など一緒に動く 仲間をふやす 

○内容：  

 ・ 社会的イ ンパク ト 、 ロジッ ク モデルのガイダンス 

 ・ 上記をどう やって今後活用して、 事業の力に変えていく かの視点共有 

 ・ 現時点のロジッ ク モデルがどんなふう につく ら れたのかを 共有 

 ・ ロジッ ク モデルのアッ プデート 箇所についてみんなで対話する 

  （ 受講生の変化、 卒業生のその後の変化、 地域への波及効果の観点から ）  

 ・ フィ ッ ト 感のある表現のブラ ッ シュアッ プ（ 講座の経験別に別れて実施）  
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2.わたし ごと 万博 in  SH ON AI 

ローカ ルな暮ら し と 経済を「 わたし ごと 」 にする1日。  

○日時、 会場： 2024年9月29日（ 日） 10： 30～15： 30 

東北公益文科大学 公益ホール（ 酒田市飯森山三丁目5番地の1）  

○主催： わたし ごと JAPAN ／酒田市 

○運営： わたし ごと 万博実行委員会（ 委員長 井東敬子） ／鶴岡ナリ ワイ プロジェ ク ト  

　 　 山形県庄内地方にナリ ワイ 起業家を 生み出し 「 自分のほし い未来は、 自分でつく る」  

　 　 仲間を 増やしています。  

　 　 平成29年度 山形県男女共同参画社会づく り 功労者等知事表彰チャ レンジ賞　 受賞 

　 　 令和6年度男女共同参画社会づく り 功労者内閣総理大臣表彰 

＜第１ 部　 わたし ごと ト ーク ショ ー＞ 

新し い働き 方「 わたし ごと 」 を知っていただく ためのト ーク ショ ーを 開催。  

埼玉で講座を受講後、 実際にお店を 持っ たり イベント を開催し たり まで成長し た方々が自

身のサンビズを 紹介し まし た。  

・ 会場： 公益ホール　 大ホール 

・ 時間： 10： 30～12： 20 

・ 参加費： お一人500円（ 学生以下無料）  

・ 参加人数： ９ １ 名（ 名簿は別紙）  

・ プレ ゼンテータ ー： 矢口真紀 氏　 choinaca合同会社/わたし ごと JAPAN  共同代表 

『 わたし たちの月３ 万円ビジネス』 を通して、 埼玉県を 中心に400名以上の仕事づく り を

サポート 。 全国で講演活動を 行いながら 、 コ ミ ュ ニティ 拠点『 ひと つ屋根の下』 で100人

でつく る商店街の形を 実験中。  
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＜第２ 部　 わたし ごと 体験プログラ ム＞ 

●わたし ごと 見本市 

それぞれの地域で実践している事例の紹介や、 地域で生まれた商品が各地区ごと のブース

に陳列さ れ、 個性あふれる展示が並びまし た。  

遠方から の参加者が他の地域の商品を購入し たり 、 成り 立ちや説明を 聞いたり 、 ふら っ と

立ち寄っ た地元の方がお買い物し たり 、 交流が深まり まし た！ 

・ 会場： 公益ホール１ 階　 中研修室 

・ 時間： 12： 30～15： 30 

・ 参加地域： 葛巻（ 岩手） 、 由利本荘（ 秋田） 、 鶴岡（ 山形） 、 酒田（ 山形） 、 新庄（ 山

形） 、 南相馬（ 福島） 、 下諏訪（ 長野） 、 飯綱（ 長野） 、 館林市（ 群馬） 、 箕輪（ 群

馬） 、 町田（ 東京） 、 杉戸・ 宮代（ 埼玉） 、 草加・ 上里（ 埼玉） 、 行田・ 熊谷（ 埼玉）  
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●プログラ ム①　 わたし ごと アイ デアセッ ショ ン 

参加者のわたし ごと アイ デアを 生み出すレ ク チャ ーと 体験会を実施。 実践者と こ れから 始

めたい人が入り 交じ って話し 合う こ と で、 個性豊かなアイ デアが生まれまし た。  

・ 会場： 公益ホール１ 階　 中研修室 

・ 時間： 13： 30～15： 30 

・ 参加費無料 

・ 参加人数： ４ ４ 名（ 名簿は別紙）  

・ 進行： 矢口真紀 氏、 choinaca合同会社メ ンバー３ 名 

・ 運営： わたし ごと JAPAN 　 埼玉チーム 
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●プログラ ム②　 公務員と わたし ごと  

わたし ごと に関わる公務員が「 やら ねばなら ない」 を「 やり たい」 に変えた事例をシェ ア

し 、 みんなで働き 方について語り 合いまし た。  

・ 会場： 公益ホール２ 階　 中研修室 

・ 時間： 13： 30～15： 30 

・ 参加費無料 

・ 参加人数： ２ ６ 名（ 名簿は別紙）  

・ ゲスト スピーカ ー：  

 中山成菜さ ん（ 静岡県 牧之原市役所）  

 門脇紗穂さ ん（ 秋田県 由利本荘市役所）  

 坂本静香さ ん（ 山形県庁）  

 青木啓介さ ん（ 山形県庁） 進行 

・ 運営： 公務員Shiftプロジェ ク ト  

　 　 自分・ 地域・ 組織を楽し く 自分事にして、 自分も 、 地域も 、 職場も H APPYの 

　 　 三方よし を 実現するため、 自分の希望する生き 方・ 働き 方に“Sh ift”でき るよう  

　 　 安心安全な、 き っ かけ・ 出会い・ 学びの場を提供している 
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＊『 ラ ンチタ イム』 庄内の母ちゃ んごはん 

庄内の秋の味覚である芋煮・ 玉こ んにゃ く ・ 新米のラ ンチを予約販売。  

県外から の参加者に地元の旬の食材を提供し 、 大変喜ばれまし た。 天候にも 恵まれ、 屋外

で食事をさ れる方も いまし た。  

・ 提供時間： 12： 30～13： 30 

・ 事前予約制　 税込1500円 

・ 発注先： ポプラ の木（ 酒田市広野）  

　 　 令和２ 年11月設立。 現在５ 人で活動。 毎週金曜日を「 お弁当の日」 と 設定し 、  

　 　 広野地区を 中心と し た企業や個人に仕出し 弁当を提供している。 メ ンバー全員が 

　 　 農業に携わり 弁当の「 ごっ つぉ 」 は各家庭で栽培し た自家野菜を使用。  

＊英語あそびコ ーナー 

体を 使っ た遊びや、 英語の絵本の読み聞かせで、 赤ちゃ んから 小学生まで親子一緒に楽し

みまし た。 お子様連れの参加者に好評でし た。  

・ 会場： 公益ホール　 大ホール 

・ 時間： 13： 30～14： 30 

・ 参加費無料 

・ 参加人数： １ ０ 名 

・ 運営： あかるさ かおる（ 三川町） ナリ ワイ ALLIAN CE代表／全国通訳案内士 
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▽社会的イ ンパク ト ワーク ショ ッ プまと めワーク シート  

P. 1 2

わ
た

し
ご

と
J
A

P
A

N

社
会

的
イ

ン
パ

ク
ト

V
e
r.
0
.2

：
2
0
2
4
/9

/9
 ：

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ

ル
案

事
業

活
動

（ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
ー

）

直
接

的
結

果

（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

中
期

ア
ウ

ト
カ

ム
長

期
ア

ウ
ト

カ
ム

初
期

ア
ウ

ト
カ

ム

「わ
た

し
ご

と
」
の

ア
ク

シ
ョ

ン
が

日
本

全
国

に
拡

大

・
あ

た
り

ま
え

の
よ

う
に

「わ
た

し
ご

と
」
が

語
ら

れ
て

い
る

・
 「

ナ
リ

ワ
イ

づ
く

り
」
を

伝
え

て
い

く
こ

と

が
楽

し
く

な
る

・
「
ナ

リ
ワ

イ
づ

く
り

」
に

取
り

組
む

人
が

憧

れ
の

存
在

に
変

わ
る

・
パ

ッ
シ

ョ
ン

で
動

き
だ

す
人

の
増

加

・
直

接
民

主
主

義
の

実
現

（
自

分
の

意
思

が
暮

ら
し

に
直

接
反

映
さ

れ
る

）

考
え

方
や

意
識

の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

変
化

・
関

心
が

外
に

む
く
よ

う
に

・
受

け
身

で
な

く
な

っ
た

・
生

き
て

い
け

る
選

択
肢

の
増

加

・
都

会
に

騙
さ

れ
な

い
よ

う
に

「
わ

た
し

ご
と

」
の

機
会

を

創
る

人
や

場
の

増
加

・「
ナ

リ
ワ

イ
づ

く
り

」
を

伝
え

て
い

く
こ

と

が
楽

し
く
な

る

・子
供

版
講

座
が

生
ま

れ
た

・高
校

で
働

き
方

の
話

を
し

た

地
域

の
リ

ソ
ー

ス

が
よ

り
活

か
さ

れ
る

・
空

き
地

や
店

舗
が

活
用

さ
れ

た

・
市

民
の

潜
在

リ
ソ

ー
ス

の
活

用

地
域

へ
の

興
味

や

関
心

の
増

加

・
ロ

ー
カ

ル
が

自
分

ご
と

に

・
地

元
の

人
の

良
さ

に
気

が
つ

い
た

・
伝

統
や

文
化

の
継

承
に

繋
が

っ
た

・
地

域
貢

献
し

た
い

気
持

ち
の

増
加

・
地

域
を

面
白

が
る

人
の

増
加

・
ま

ち
を

自
治

す
る

意
識

の
高

ま
り

・
地

域
に

愛
着

を
感

じ
る

人
の

増
加

・
ま

ち
づ

く
り

へ
の

関
わ

り
の

増
加

新
た

な
こ

と
へ

の

挑
戦

の
増

加

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

場
所

が
増

え
た

・
プ

レ
イ

ヤ
ー

の
増

加

・
自

分
が

や
ろ

う
と

す
る

人
の

増
加

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
じ

た

交
流

人
口

の
増

加

地
域

内
に

お
け

る
多

様
で

寛
容

な
つ

な
が

り
の

拡
大

・
卒

業
生

の
事

業
を

支
援

す
る

　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

誕
生

・
官

民
連

携
の

拡
大

・
企

業
と

の
連

携
の

拡
大

・
多

種
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
世

代
感

の
つ

な
が

り
の

増
加

実
感

で
き

る
豊

か
さ

の
あ

る
ま

ち
の

実
現

・
自

分
の

あ
り

の
ま

ま
に

あ
れ

る

・
ほ

っ
と

で
き

る
日

常

・
自

然
に

無
理

の
な

い
生

き
方

や

　
働

き
方

が
で

き
る

毎
日

・
自

分
の

ま
ち

を
誇

れ
る

状
態

・
こ

ど
も

が
住

み
続

け
た

い
と

　
思

え
る

ま
ち

・
自

分
ら

し
く

笑
顔

で
過

ご
せ

る

・
み

ん
な

違
っ

て
み

ん
な

い
い

が
　

　
実

績
で

き
る

世
界

・
お

金
よ

り
仲

間
が

頼
り

の
世

界

・
自

治
会

の
対

話
な

ど
で

、
み

ん

　
な

が
話

せ
て

い
る

状
態

・
自

分
ら

し
さ

と
循

環
の

あ
る

世
界

・
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

人
が

地
域

に

　
増

え
て

い
る

・
願

い
を

形
に

す
る

こ
と

の
で

き
る

　

　
世

界
の

実
現

顔
の

見
え

る

消
費

の
広

が
り

・
商

店
街

に
活

気
が

生
ま

れ
た

・
マ

ル
シ

ェ
に

参
加

者
の

増
加

・
リ

ピ
ー

タ
ー

や
フ

ァ
ン

の
増

加

受
講

生
に

起
き

る
変

化
（

N
1）

ま
ち

に
お

き
る

変
化

（波
及

効
果

）
鶴

岡
ナ

リ
ワ

イ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

・
山

形
県

鶴
岡

市

・
山

形
県

酒
田

市

わ
た

し
た

ち
の

月
３

万
円

ビ
ジ

ネ
ス

・
埼

玉
県

杉
戸

町

・
埼

玉
県

草
加

市

・
埼

玉
県

上
里

町

・
埼

玉
県

伊
奈

町

・
岩

手
県

花
巻

市

北
い

わ
て

ナ
リ

ワ
イ

LL
aa
bb

・
岩

手
県

葛
巻

町

ナ
リ

ワ
イ

は
じ

め
の

一
歩

・
秋

田
県

由
利

本
荘

市

芽
か

ら
樹

・
山

形
県

最
上

地
区

公
務

員
SS

hh
iiff

ttプ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
山

形
県

小
商

い
ヤ

ッ
テ

ミ
レ

バ
！

・
長

野
県

下
諏

訪
町

HH
ee

ll ll
oo

  33
bb

iizz
！

  わ
た

し
の

小
商

い

・
長

野
県

飯
綱

町

忍
の

ち
い

さ
な

シ
ゴ

ト

「
オ

シ
ゴ

ト
」

・
埼

玉
県

行
田

市

ワ
タ

ク
シ

ゴ
ト

よ
し

か
わ

・
埼

玉
県

吉
川

市

町
田

地
域

活
動

サ
ポ

ー
ト

オ
フ

ィ

ス ・
地

域
で

は
じ

め
る

小
さ

な
し

ご
と

づ
く

り
セ

ミ
ナ

ー

- 36 -



▽社会的イ ンパク ト ワーク ショ ッ プまと め・ 普及版（ チラ シデータ ）  

＊わたし ごと JAPAN のW EBサイ ト に掲載予定 
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▽『 わたし ごと 万博 in  SH ON AI』 チラ シ（ 表）  

P. 1 4
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▽『 わたし ごと 万博 in  SH ON AI』 チラ シ（ 裏）  

P. 1 5
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【共同宣言5者】遊佐町



製製造造室室（（天天井井（（照照明明））、、壁壁、、床床、、水水道道、、電電源源設設備備等等のの改改修修））　　
　　洗洗米米場場
　　※※機機械械・・設設備備はは貸貸加加工工場場利利用用者者でで整整備備

製製造造室室（（天天井井（（照照明明））、、壁壁、、床床、、水水道道、、電電源源設設備備等等のの改改修修））
　　餅餅つつきき機機、、炊炊飯飯器器
　　※※機機械械・・設設備備はは貸貸加加工工場場利利用用者者でで整整備備
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製製造造室室（（天天井井（（照照明明））、、壁壁、、床床、、水水道道、、電電源源設設備備等等のの改改修修））
　　餅餅切切りり機機
　　※※機機械械・・設設備備はは貸貸加加工工場場利利用用者者でで整整備備

梱梱包包室室（（天天井井（（照照明明））、、壁壁、、床床、、水水道道、、電電源源設設備備等等のの改改修修））
　　※※機機械械・・設設備備はは貸貸加加工工場場利利用用者者でで整整備備
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梱梱包包室室（（天天井井（（照照明明））、、壁壁、、床床、、水水道道、、電電源源設設備備等等のの改改修修））
　　※※機機械械・・設設備備はは貸貸加加工工場場利利用用者者でで整整備備

梱梱包包室室（（天天井井（（照照明明））、、壁壁、、床床、、水水道道、、電電源源設設備備等等のの改改修修））
　　※※機機械械・・設設備備はは貸貸加加工工場場利利用用者者でで整整備備
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【共同宣言5者】生活クラブ事業連合生活協同組合連合会
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 ２０２５年度(令和７年度)庄内⾃然エネルギー発電基⾦助成　　採択事業 

 【⼀般公募者事業】 採択3事業 

 YouTubeを活⽤した地域史の動画制作事業 
 団体名 酒⽥ヒストリープロダクション   助成額 200,000円 

 ⾝近なところからはじめるSDGs 
 個⼈ができるリユース、リペアの普及と資源回収に伴う調査 
 団体名 酒⽥でファイバーリサイクルをすすめる会    助成額 160,000円 

 地域における埋没⽂化再⽣プロジェクト 
 団体名 ねこやま社中   助成額 200,000円 

 【共同宣⾔5者事業】 採択4事業 

 買い物弱者対策検討事業 
 団体名 酒⽥市   助成額 1,516,000円 

 遊佐町農村環境保全機械整備事業 
 団体名 遊佐町   助成額 1,500,000円 

 庄内協議会⾼タンパク飼料⽤⽶栽培、給餌試験 
 団体名 ⽣活クラブ事業連合⽣活協同組合連合会       助成額 1,700,000円 

 新アイガモロボ実証実験 
 団体名 ⽣活クラブ庄内⽣活協同組合  助成額   550,000円 

 以上 7 事業 
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 【資料 １】 

 ２０２６年度(令和８年度)庄内⾃然エネルギー発電基⾦助成事業 募集内容 

 令和８年度に実施する事業を令和７年度に募集。 
  ⽣活クラブグループと庄内の⽣産者などが出資して設⽴された「庄内⾃然エネルギー発電 
 株式会社」が、庄内・遊佐太陽光発電所の売電事業益を酒⽥市に寄附して設⽴された基⾦を 
 活⽤して、庄内地域の持続可能なまちづくりに寄与する活動への助成を⾏うものです。 

 □助成事業の対象者
 （１）庄内地域に専ら居住するか、近い将来に居住を予定する２名以上のグループ
 （２）庄内地域に事業ないし活動の基盤を置く団体（法⼈を含む｡）

 □交付対象事業
 （１）再⽣可能エネルギーにより地域の持続可能性を⾼める取組み
 （２）農畜林⽔産物ほか⾷料⽣産の振興を図る新たな取り組み
 （３）住⺠⽣活における福祉、保健、医療、教育の増進を図る取り組み
 （４）地域の良好な⾃然環境や固有種動植物の保全に関する取り組み
 （５）郷⼟の歴史、⺠間伝承や⽂化・芸能等の保存継承に関する取り組み
 （６）「⽣涯活躍のまち」構想など、地域の定住⼈⼝と交流⼈⼝の増加に関する取り組み
 （７）その他、当協議会が特に必要と認めたもの

 募集スケジュールと審査
募集期間︓令和７年７⽉1⽇（火）〜令和７年９⽉３０⽇（火）

 （注）庄内⾃然エネルギー発電基⾦協議会が設置する学識経験を含むメンバーで構成 
 される審査会を経て助成事業を内定します 

 （１）令和７年１０⽉  助成事業選考審査会 
※この事業は、令和８年３⽉の酒⽥市議会の令和８年度予算の成⽴を前提とします。

 （２）令和８年 ４⽉  助成⾦交付申請書提出（事業開始） 
 （３）令和９年 ２⽉まで  事業完了期限 実績報告
 （４）令和９年 ３⽉まで  助成⾦交付（事前交付についてはご相談ください。）

 □助成率及び助成⾦額等
 （１）助成枠︓全体の助成枠は１００万円程度、１件の助成限度基本額２０万円以内
 （２）助成件数︓５件程度
 （３）助成率︓助成対象経費の１０分の１０以内

 □助成対象経費
 助成対象経費は、助成事業に専ら要する経費です。ただし、次のいずれかに該当する経費

 及びこれらに類する経費は対象外です。
 （１）グループや団体（以下、「団体等」という。）の経常的な活動及び運営に要する経費
 （２）団体等の構成員に対する⼈件費及び謝礼
 （３）⾷糧費(ボランティア謝礼的なものを除く。)
 （４）建設費及び備品購⼊費

 【問合せ先】 詳しくはこちらの窓⼝にお問い合わせください。 
 酒⽥市総務部市⻑公室    担当︓国松   ℡ ０２３４（４３）８３２１ 
 遊佐町企画課企画係    担当︓⾼橋   ℡ ０２３４（７２）４５２３ 
 ⽣活クラブ連合会企画部   担当︓渡辺   ℡ ０３（５２８５）１８９８ 
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